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 保護者の皆様 
 

北海道小樽高等支援学校長  松 浦 孝 寿  
                                                                 
   学校再開に関わる本校での取組について（お知らせ） 

 陽春の候、皆様におかれましては、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

  このたびの新型コロナウイルス感染予防に伴う臨時休業、行事等の対応につきまして、御理

解と御協力をいただき感謝いたします。 

  さて、４月からの学校再開に関わり、本校では次のような取組を実施します。保護者の皆様

におかれましては引き続き御理解と御協力をいただきますよう、お願いいたします。 

                                      記 
１ 学校再開に向けての基本事項  

（１） 感染症対策の徹底 
  ・生徒へ手洗いや咳エチケットの指導など、基本的な感染症対策を徹底します。 
  ・校内では生徒教職員ともマスクを着用することを基本とします。 

 

（２） 日常の健康管理や発熱等の風邪の症状が見られる場合の対応 
  ・保護者との連携を密にし、健康観察を徹底して行います。 
 
（３） 適切な環境の保持 
  ・教室等のこまめな換気を行います。 
  ・教室等の消毒を毎日行います。 
 
（４） 学校行事等における感染症対策 
  ・大勢の人が長時間同じ空間にいることを避けます。 
  ・アルコール消毒液を設置します。 
 
（５）部活動、同好会等について  
・４月中は、部活動、同好会、外局等の放課後活動を実施しません。再開の時期等が決ま
り次第、改めてお知らせいたします。 

 
（６） 手作りマスクの製作  
  ・マスクの不足に備え、家庭総合科を中心に手作りマスクを製作します。 
 
 
２ 保護者の皆様に御協力いただきたいこと  

（１）毎日の「健康観察シート」の記入と提出  
  ・通学生は毎日朝晩に体温を測定し、健康状態を「健康観察シート」に記入してください。 
  ・「健康観察シート」は、必ず保護者が確認（サイン）をし、担任へ提出してください。 
  ・寄宿舎生は、帰省時に同様に記入し、帰舎の際に寄宿舎へ提出してください。 

また、できる限り体温計を持参させるよう御協力ください。 
（帰舎後は、寄宿舎で検温等を実施します。） 

 
（２）体調不良時の自宅休養  
  ・発熱、咳、喉の痛みなどの風邪症状が見られた際は自宅で休養し、学校へ御連絡くださ

い。 
 
（３）マスクを着用しての登校  
  ・登校、帰省、帰舎の際は、生徒にできる限りマスクを着用させるよう御協力ください。 
  ・寄宿舎生は、寄宿舎生活用にできる限り多めにマスクを持参するよう御協力ください。  

 
（４）手洗いの徹底 
  ・学校及び外出先からの帰宅後は、手洗いを徹底してください。 
 
（５）手作りマスクの作成  
  ・手作りマスクを寄付いただける御家庭がありましたら、担任へお知らせください。 

                           

 
※新型コロナウイルス感染症への対応について 
 不明な点がございましたら、教頭 伏見（0134-61-3400）までお問い合わせください。 


